令和4年度　社会福祉法人寿幸会　事業計画（案）

１　理事会・評議員会の開催予定
　　　令和4年6月（中旬）　理事会
　　　・令和3年度事業報告

・令和3年度決算報告
令和4年6月（下旬）　評議員会
　　　・令和3年度事業報告

・令和3年度決算報告
　　　令和5年3月　理事会
　　　・令和5年度事業計画案、令和5年度予算案について
２　事業運営
1. 指定介護老人福祉施設「特別養護老人ホームつつじヶ丘」90室 定員90名
2. 指定短期入居者生活介護「ショートステイ」10室 定員10名

3. 指定通所介護「つつじヶ丘デイサービスセンター」定員30名 
4. 指定居宅介護支援「つつじヶ丘居宅介護支援事業所」
　

特別養護老人ホームつつじヶ丘、つつじヶ丘ショートステイ　事業計画（案）
運営方針
　　入所者の安全、快適、自由を目標に

1. プライバシーの尊重と個人個人の考え方を尊重し自立を促す。

2. お互いの立場（入所者、家族、職員、役員）を認め、理解し、助け合う民主的な運営を行う。
3. 入所者の目線に立った介護の実施をする。
4. 他施設や他グループとの交流、世帯間との交流、地域社会との交流等を行い、入所者が施設の中で孤立しないで生活できる施設とする。
　　
職員配置
   　《 職員の人員配置》

施設長　　　　　常勤　１名

生活相談員　　　常勤　１名

介護支援専門員　常勤　１名

管理栄養士　　　常勤　１名

看護職員　　　　常勤　４名　非常勤１名（常勤１名は機能訓練指導員と兼務）
介護職員　　　　常勤　３５名　非常勤　２６名

機能訓練指導員　常勤　１名（看護職員と兼務）

事務員　　　　　常勤　１名

嘱託医（内科等）　　　　　　非常勤　　１名

嘱託医（精神科）　　　　　　非常勤　　１名

嘱託医（歯科）　　　　　　　非常勤　　１名

清掃職員　　　　　　　　　　非常勤　　名

事業運営　
2 入所者のペース、希望に配慮した介護計画の策定、サービスの提供をする。
　②馴染みの環境を作りながら、利用者が想いを発しやすい様に援助する。
　③声掛けする際には、利用者が分かりやすい言葉で優しく援助する。
　④特養は稼働率95％　ショートステイは稼働率85％を目指す。

　⑤研修、勉強会などスキルアップする機会を増やし、提供するサービスの質の向上を目指す。
サービス提供内容

1. 入居者（利用者）へ提供する介護サービス等

　　  ユニットケア方式による小規模な生活単位で、個別で家庭的な生活支援の実践を目指す。

1 入居者（利用者）の介護計画の策定

· 利用者や家族の要望を取り入れたケアプランを策定するとともに、個々のニーズに即した具体的なサービスを提供する。

· 個人が保有する潜在的な自立生活能力を自発的に引き出せるよう、一人ひとりに合ったケアを提供する。

· 定期的に利用者の状態を家族等にお知らせし、家族との連携により利用者の精神的な安定を図る。

2 栄養管理及び食事サービスの提供

· 栄養ケアマネジメントに基づき、体力の改善を図ることができるよう多職種間で協議検討する。

· 利用者個々の状態に配慮した調理方法や嗜好を重視するとともに、家庭的な雰囲気の中で食事ができるよう努める。

· 季節行事等の機会に行事食を提供し、食生活に変化をつけるよう配慮する。

3 機能訓練

· 機能訓練については、個別の機能訓練を可能な限り行うとともに、レクレーションを中心とした集団でのリハビリを継続的に実施していく。

4 居室等の環境設備

· 居室は常に清潔に保つとともに、寝間着、下着類についても常に清潔なものをもちいるよう配慮する。

· インフルエンザ、新型コロナウィルス感染症、感染性胃腸炎等の感染症の蔓延を防止するため施設内の除菌、手洗いの励行など衛生管理を徹底する。

5 健康管理

· 利用者の日々の身体状態及びADL(日常生活動作)の実態を把握するとともに、病院、診療所との連携を密にし、定期的な健康管理と疾病の予防等に努める。

· 入浴、清拭、体位変換、食事(栄養)を適切に行い、褥創の発生防止に努める。
· 必要に応じ離床センサー等を使用し、利用者の転倒防止に努める。
6 屋外活動（外出）
・　ユニットごとに外出計画を立て、買い物や外食、ドライブなど、入所者の方々に潤いと変化を与える。
（新型コロナウィルス感染症蔓延防止のため、国から感染防止措置解除の指示が出るまでは中止とする。）
7 趣味活動等

・　趣味活動、行事等を通じて離床を図っていただけるように努める。
　
標準日課

	時間帯
	入居者の日課
	介護要員主な勤務時間

	6：00
	排泄介助、起床介助、（洗面、着替え等）
	夜勤

	7：00
	手洗い
	早番

	7：30
	配膳、朝食
	

	8：00
	
	

	9：00
	排泄介助、口腔ケア、バイタル測定
	日勤

	10：00
	入浴（個浴）、水分補給
	

	11：00
	排泄介助
	

	12：00
	配膳、昼食
	　遅番

	13：00
	排泄介助
	

	14：00
	趣味活動
	

	15：00
	おやつ、水分補給
	

	16：00
	排泄介助
	夜勤

	17：00
	自由時間
	

	18：00
	配膳、夕食
	

	19：00
	排泄介助、自由時間
	

	20：00
	就寝介助
	

	21：00
	
	

	22：00
	巡回、排泄介助
	

	23：00
	
	

	深　夜
	排泄介助、体位変換、ﾅｰｽｺｰﾙ対応、巡回
	


　

趣味活動等（特養、ショート、デイ共通）
　　絵手紙（毎週火曜日）　　
　行事予定（特養、ショート、デイ共通）
	
	主な行事予定

	
	主な行事予定

	４月
	花見　

	５月
	端午の節句　中学校生徒職場体験　

	６月
	小学校児童福祉体験　

	７月
	七夕・夏祭り（ユニットごとに行う）　光ケ丘女子生徒福祉実習　

	8月
	ドライブ・外食等

	９月
	敬老会

	10月
	ドライブ・外食等　

	11月
	ドライブ・外食等

	12月
	クリスマス・餅つき　

	1月
	新年・鏡開き　

	２月
	ドライブ・外食等

	3月
	カラオケ大会　


（新型コロナウィルス感染症蔓延防止のため、国から感染防止措置解除の指示が出るまでは中止とする。）
会議・委員会

　運営会議　　　　毎月１回　　毎月の実績報告等
　介護職員会議　　毎月１回　　各職場の問題・課題等の提起と解決
　給食会議　　　　毎月１回　　食に関する問題、課題等の提起と解決
　医務会議　　　　毎月１回　　医療に関する問題、課題等の提起と解決
　ショート会議　　毎月１回　　ショートステイに関する問題、課題等の提起と解決
　フロア会議　　　毎月１回　　各フロアの問題・課題等の提起と解決
　安全対策委員会　毎月１回　　事故、ヒヤリハットの報告　事故原因の追求　対応策の検討
　身体拘束廃止委員会　毎月１回　身体拘束廃止、分析、対策
　感染症対策委員会　毎月１回　　感染症のゼロを目指し、現状の報告、分析、対策
　生活向上委員会　毎月１回　　生活全般について問題点、疑問点、改善策の検討。勉強会の企画等
　入浴委員会　　　毎月１回　　入浴について各フロア、特浴介助等の問題点、疑問点、改善策の検討
　福利厚生委員会　毎月１回　　福利厚生について検討
　レクレーション委員会　その都度　行事の企画、運営等
　防火・防災委員会　毎月１回　避難訓練　災害時のための食糧、寝具等の備蓄と管理等
　
職員研修

　介護職員・看護職員　　・ユニットリーダー研修3名
・介護の質・排泄ケアなどスキルアップ身体拘束廃止に向けた取り組み・感染症予防・マナー・言葉遣いの改善・痰吸引等

・外部研修の受講とその報告、職場や委員会等で検討した内容の報告等
　管理栄養士　　　　　　・保健所主催の研修・食中毒予防研修等
　ケアマネ・相談員　　　・苦情処理対応・人権擁護等・身体拘束廃止に向けた取り組みの研修等
　
防災計画

    防火・防災委員を中心に年２回訓練を行う。
	訓練項目
	内　　容

	消火・避難・通報訓練
	消火器具の取扱い要領、初期消火訓練を実施

避難誘導要領の熟知

通報要領、火災発生時の連絡体系の熟知

	救命講習

捜索訓練
	救急救命士による救急基礎訓練（心肺蘇生法等）を実施

利用者が施設内外で行方不明となった場合を想定した訓練


つつじヶ丘デイサービスセンター事業計画（案）
　　
運営方針

利用者が、自立した日常生活を営むことができるよう、必要な日常生活上の支援・介助及び機能訓練などの援助を行うことにより、社会的孤独感の解消、心身機能の維持・回復を目的とし、適切なサービスの提供を行う。また、その家族の身体的・精神的負担の軽減を図ることを目的とする。
　　サービス提供にあたっては、利用者一人一人の人格を尊重し、利用者がそれぞれの役割を持って日常生活を営むことが出来るよう配慮する。また、関係市町村、地域包括支援センター、居宅介護支援事業者、地域の保健・医療・福祉サービスとの綿密な連携を図り、総合的なサービスの提供に努める。

職員配置

管理者　　　常勤　１名(特養、ショート管理者と兼務)
　生活相談員　常勤　２名（1名は介護職と兼務）

　看護職員　　常勤　１名　非常勤　１名
　介護職員　　常勤　４名（1名は生活相談員と兼務）　非常勤　３名
目標

　①利用者のペースを大切にして安心できる場所を提供する。

　②馴染みの環境を作りながら、利用者が思いを発しやすい様に援助する

　③声掛けする際には、利用者が分かりやすい言葉で優しく援助する

　④稼働率80％　１日当りの利用人数２４名を目指す

サービス提供内容

①入浴

　・バイタルチェックを行い、健康状態を確認した上で、利用者の状況に応じて、一般浴、個浴、シャワー浴、機械浴を選択し、より安心して入浴していただけるようにする。

　・洗身及び洗髪の際には、皮膚の観察を充分に行い、皮膚炎や褥瘡等のトラブルの予防に努めると共に、異常や変化を発見した場合には家族に速やかにお伝えする。

　・着脱時、利用者のペースや羞恥心に配慮した介助を行う。
②昼食・おやつ

　・栄養、バランスのとれた食事を利用者の身体状況に合わせた食事形態で提供する。また、献立や食事の出し方にも趣向を凝らし、食事の時間を楽しんでいただけるように工夫する。
③歯磨き

　・食後の歯磨きを励行する。感染症並びに誤嚥性肺炎の予防の為、口腔内を常に清潔に保つように心がける。義歯を装着している利用者には外していただき、義歯並びに自歯を磨き、汚れを除去する。

④排泄介助
　・ご家庭での排泄状況を出来るだけ把握しながら援助をする。その際には、利用者の身体的・精神的状況と家族の希望を考慮する。また、羞恥心に対する配慮とプライバシーの保護に努める。排泄物の観察を行い、異常を発見した場合は家族に速やかにお伝えする。

⑤送迎

　・利用者の安全を第一に運行しシートベルトの着用を励行する。道路の状況を理解し、地域の皆様に迷惑のかからぬよう道路交通法に則り運行する。

⑥保健衛生

　・利用者の身体、精神の健全を図るとともに、環境保全を考え施設内の清潔・清掃の励行に心がける。また、適切な室温、湿度、換気等の空調管理を行う。

　・感染症に対してはマニュアルを作成し、汚物の処理の仕方等、必要な知識を職員は周知する。日頃より、１日２回のうがいや手洗いを励行していただく。流行する季節には案内用紙等を通じて利用者並びに家族に注意を促す。

⑦健康管理

　・利用者の健康管理のため、朝お越しいただいたら、必ずバイタルチェックを実施し、体温・血圧・脈拍を測定し、その日の状態を確認する。表情や顔色、言動及び発語の状態、歩行状態等、異変はないか観察する。

・利用開始にあたっての面接調査時には、既往症・病歴を出来る限り把握する。

　　また、日頃より連絡帳を通じて利用者の体調の変化等について家族と連絡を取りながら健康管理を行い、異常の早期発見と予防に努める。必要に応じて主治医の意見を伺っておく。

　・体調の変化や異常が生じた場合、看護職員を中心に必要な処置を行い、家族には経過観察をお願いする。状況に応じては、医療機関への受診も勧める。また、一刻を争う事態の場合には、人命尊重を第一に速やかに救急車の要請を行う。

⑧アクティビティ・レクリエーション・趣味活動

　・日々のレクリエーションは、１週間ごとに内容を計画し、実施する。より有意義な時間を過ごしていただけるように、内容については常に検討を重ねていく。

　　趣味活動として絵手紙、陶芸、習字、生け花等、ボランティアの先生と連携を取り、利用者の個々のニーズに合わせた活動を実施する。
（新型コロナウィルス感染症蔓延防止のため、国から感染防止措置解除の指示が出るまでは中止とする。）
日課
	時　間
	内　容

	８：１５～
	送迎時間　入電　申し送り

	８：２０～９：２０
	送迎

	９：２０～
	手洗い・うがい　バイタルチェック（体温・血圧・脈拍）

水分補給（お茶・ポカリスエット）

	９：４０～
	朝の会

	９：５０～
	入浴サービス　排泄誘導　水分補給（お茶）

機能訓練（手指訓練、塗り絵、計算、折り紙、リハビリ体操等）

	１１：１５～
	排泄誘導　手洗い・うがい　介護予防体操

	１２：００～
	昼食サービス　水分補給　口腔清掃

	１４：１５～
	アクティビティ（レクリエーション活動、各種行事、慰問等）

	１５：１５～
	排泄誘導　手洗い　おやつサービス　水分補給

	１６：１５～
	帰りの会

	１６：３０～
	送迎

	１７：２０～
	申し送り


趣味活動等

　　絵手紙（毎週火曜日）生花（隔週土曜日）お茶会（月２回）　カラオケ（随時）
（新型コロナウィルス感染症蔓延防止のため、国から感染防止措置解除の指示が出るまでは中止とする。）
　行事予定

	
	主な行事予定

	４月
	花見　

	５月
	端午の節句　中学校生徒職場体験　

	６月
	小学校児童福祉体験　

	７月
	七夕　光ケ丘女子生徒福祉実習　

	８月
	ドライブ等

	９月
	敬老会　

	10月
	ドライブ等　

	11月
	作品展　慰問

	12月
	クリスマス・餅つき　

	1月
	新年・鏡開き　

	2月
	節分・立春　


（新型コロナウィルス感染症蔓延防止のため、国から感染防止措置解除の指示が出るまでは中止とする。）
会議・委員会
運営会議　　　　毎月１回　　毎月の実績報告等
　給食会議　　　　毎月１回　　食に関する問題、課題等の提起と解決
　医務会議　　　　毎月１回　　医療に関する問題、課題等の提起と解決
　フロア会議　　　毎月１回　　各フロアの問題・課題等の提起と解決
　安全対策委員会　毎月１回　　事故、ヒヤリハットの報告　事故原因の追求　対応策の検討
　感染症対策委員会　毎月１回　感染症のゼロを目指し、現状の報告、分析、対策

　入浴委員会　　　毎月１回　　入浴について各フロア、特浴介助等の問題点、疑問点、改善策の検討

　福利厚生委員会　毎月１回　　福利厚生について検討

　レクレーション委員会　その都度　行事の企画、運営等

　防火・防災委員会　毎月１回　避難訓練　災害時のための食糧、寝具等の備蓄と管理等

職員研修

　介護職員・看護職員　　・介護の質・排泄ケアなどスキルアップ身体拘束廃止に向けた取り組み・感染症予防・マナー・言葉遣いの改善・痰吸引等

・外部研修の受講とその報告
　管理栄養士　　　　　　・保健所主催の研修・食中毒予防研修等
　ケアマネ・相談員　　　・苦情処理対応・人権擁護等・身体拘束廃止に向けた取り組みの研修等
　
防災計画

    防火・防災委員を中心に年２回訓練を行う。

	訓練項目
	内　　容

	消火・避難・通報訓練
	消火器具の取扱い要領、初期消火訓練を実施

避難誘導要領の熟知

通報要領、火災発生時の連絡体系の熟知
夜間を想定した夜勤者、宿直者による入居者の避難訓練


	救命講習

捜索訓練
	救急救命士による救急基礎訓練（心肺蘇生法等）を実施

利用者が施設内外で行方不明となった場合を想定した訓練


つつじヶ丘居宅介護支援事業所事業計画（案）
職員配置

　　　介護支援専門員　常勤１名
サービス提供内容
　　　利用者の心身機能、生活、人生を理解し、十分なアセスメントを行い、利用者と家族の意向にもとづいた、生活機能を高めるプランの作成を行う。

　　＜内容＞

1 介護保険の申請、更新申請、変更申請
　　　②ケアプランの作成

　　　　　施設系サービス　

・通所介護・通所リハビリ・短期入所生活介護・短期入所療養介護

在宅サービス

・訪問介護・訪問看護・訪問入浴介護・訪問リハビリテーション

・福祉用具貸与・特定福祉用具販売・住宅改修
職員研修

主任ケアマネ研修
